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 文化祭、体育祭と２学期に入ってから大きな行事が続いていました。両方とも素晴らし

い取り組みとなり、クラスとして、学年として、またひとつ成長できた行事となりました。 

 ２つの『行事の成功』の支えとなっているのは『日常の積み重ね』です。 

 

・８：２５までに登校することを意識し、実行している 

・下駄箱の上靴を上に必ず置いている 

・チャイムが鳴るまでに授業の準備（朝読・終礼の準備）ができている 

・提出物の期限を守る 

・話を聴く姿勢、授業を受ける姿勢が整っており、落ち着いている。 

・机の上、机の中、ロッカーの中がいつも整理整頓されている。 

・代議員、班長を中心に「気づける人」の声かけがあり、周りもその声かけを受け止めら

れる。 

１日目 １０/２２（木） 

教科 内容・範囲 提出物 学習のポイント 

① 

社会 

・教科書（地理）P160～219 

・白プリ ３～8 

① 授業ノート(地理) 
② ファイル 

※白プリ６枚も丸付
けまでやってとじ
ておくこと 

10/22(木)17 時〆切 

・白プリは何度もや

ること 

・各地方の地名チェ

ックも忘れずに 

② 

国語 

・教科書Ｐ４８～６９ 

・漢字ノートＰ３０～４３ 

・すらすら基本文法Ｐ３６～４３ 

①  漢字ノート 

②  文法ノート 

③  白プリ「６夏の葬列」

「７直実の流した涙」

「 文 法 １ 活 用 の な い

自立語」の３枚を○付

けして、国語ファイル

にとじて提出。 

10/2２(木)13 時〆切 

・教科書、ノート、白 

プリを見直すこと。 

・提出物は必ず提出す 

ること。 

※授業ノートの提出日

は 中 間 テ ス ト 終 了 後

の授業中に連絡する。 

③ 

数学 

３章「１次関数」 

・教科書 P５２～P８７ 

・問題集 P４５～P７０ 

・基礎ドリ NO.４０～NO.５７ 

①授業ノート 

②問題集 

③ファイル 

10/2２(木)５時〆切 

終礼時に数学係が 出席番

号順に集め G 教室へ。 

問題集・基礎ドリを理

解 す る ま で 繰 り 返 し

解いておくこと。 

 

２日目 １０/２３（金） 

① 

理科 

・教科書 

ｐ.56～78（化学）， 

ｐ.80～123（生物） 

・理科の学習 

p.17～31 

     p.32～47,58,60 

①一問一答プリント 

 10/16（金）締切 

②「理科の学習」を学習ノ

ートにやり、丸付けをした

後、提出。  

10/23（金）締切 

①②とも理科係が出席番

号順に集め、職員室へ。 

化学分野は、「質量保

存の法則」「定比例の法

則」「発熱吸熱反応」を

中心に勉強すること。 

生物分野は、基本的な

用語を漢字で間違えな

く書けるようにしてお

くこと。 

② 

英語 

・教科書ｐ42～55 

・ﾄﾄﾛﾌﾟﾘﾝﾄ 19～28 

・ｼﾞｮｲﾌﾙﾜｰｸ ｐ36～50 

・語順ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ p10～12 

① ｼﾞｮｲﾌﾙﾜｰｸ 

② ノート(未提出者) 

10/23(金)５時〆切 

終礼時に英語係が出席番号

順に集め職員室へ。 

ﾄﾄﾛﾌﾟﾘﾝﾄで文法ルール

の確認。語順ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞと

ｼﾞｮｲﾌﾙﾜｰｸを繰り返しす

る。 

教科書本文は意味を確

認しながら、何度も音

読。 

「やるか、やらないか

だ！」 

③ 

美術 

・一点透視図法 作図 

・二点透視図法 作図 

・西洋美術史 プリント中心 

  資料集 P.164～173 

  プリントに出てくる作品 

西洋美術史の 

プリント 1 枚 

 

※テス ト後 出 席番 号 順

に集め、職員室へ 

・一点透視図、二点透視

図を使って作図できる

ようにしておく。 

・西洋美術史はプリント

を中心に学習しておく。 

そのような、毎日毎日繰り返されている『日常の積み重ね』。この繰り返される日常の中

で知らず知らずのうちに「早めの準備」「時間を守る」「そろえる」「話を聴く」「声をかけ

合う」という集団生活を営むうえで大切なことを、身につけていくのです。 

 

日々の『練習』を一生懸命するから『試合』で結果を出せる。『テスト勉強』をしっかり

やったから『テスト』でいい点がとれる。これと同じように『日常の積み重ね』がきちん

とできているから『行事の成功』があるのです。 

 

行事で頑張った後、燃え尽きてしまい、日常生活を疎かにしてしまう…。行事の時だけ

がんばる…。それでは、いけません。 

 

行事でがんばれたことを、日常生活に活かし、次の行事がさらに素晴らしいものになる。

そのような『日常生活』と『行事』がどんどん高まっていくような関係であるべきです。 

 

今は、『行事』から『日常生活』への切り替えのとき。 

ここでメリハリをつけて、切り替えられるクラスがかっこいい！！ 

どのクラスが一番メリハリをつけられるかな？ 
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